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① 対面方式サウンディング調査の報告

Webアンケート方式によるサウンディング調査で回答のあった事業者より、主に建築・設計に
関わる事業者を対象に対面式サウンディング調査を実施しました。
対面式サウンディング調査は、以下の条件で直接対話を行いました。（事業者数：3社）

◼ 事業エリア

◼ 対象施設の整備方針

○ 塩田庁舎利活用2,770㎡に対し、既存機能面積

の合計、約1,880㎡を確保。

○ 複合化のメリットを生かし、共有できる施設機能

を整理することで、約１，０００㎡の利用可能面積

を作り、窓口機能などの行政サービスの他、民間

提案による新しいサービス空間を入れる。

◼ 塩田庁舎利活用に係る面積的な条件

塩田庁舎を中心とした周辺公共施設及びその敷地を事業エリアとして、施設機能の再配置を
進めるとともに、塩田庁舎を地域交流拠点として複合施設への改修を行う

◼ 事業概要

◼ 求める施設像

○その施設を目的に人が集まるような付加価値の高いサービスを行っている施設（それが
結果的に地域づくりにつながる）※塩田にしかない施設

○複合化により様々な機能が連携し相乗効果を生み出し、子どもから高齢者まで世代を
超えた利用者が期待できる施設

○施設を訪れる様々な人々が、お互いに特別に区別されることなく気軽に安心して活用で
き、心地よく滞在できる施設

○充実した通信環境があり、イベントやサービスの確認・予約がWeb上でできる仕組みや、
SNS等を活用した必要な情報が必要な人に届く仕組みの構築。

○中央公民館に代わる避難所の機能をもち、地域の安心・安全に答える施設となっている。

◼ 対話項目

主な対話項目として以下の６項目をについて対話を実施。

「民間参入の可能性」、「事業範囲について」、 「にぎわい創造について」、
「事業期間について」、「性能発注を実施するにあたって留意事項など」、
「継続的なソフト事業の運営について」

◼ 民間事業者からの意見

各事業者ともに参入の意欲が感じられました。
民間提案はエリアを絞っても、施設全体でも可能ですが、事業コストなども想定し、
民間にお願いしたい提案内容（テーマ）や事業規模を設定する必要があります。
その上で、想定される施設に対する要求事項をまとめることとなります。
継続的なサービスでは、提案事業者が提携している協力会社も含めた実施体制と
なりますが、地元の意見を反映させる枠組みも必要と思われます。
発注規模にもよりますが、供用開始時期から逆算したスケジュールが必要です。
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◼ 対面方式サウンディング調査のまとめ



② 塩田庁舎等利活用基本計画記載事項について（基本計画の構成及び 第１章 基本計画策定の概要）

基本計画の検討については、塩田庁舎及び周辺公共施設の一体的な整備に加え、リ
バティや楠風館など類似・代用機能を持つ施設も含めた総合的な機能再編の検討も必
要であることから、行政だけではなく民間活力の導入による事業の検討なども重要と
なってきます。これらのことから、塩田庁舎等の利活用では、民間事業者との対話を重
ね、そのアイデアやノウハウ、資金を活用することによるサービスの向上やコストの削減
など、公民連携という事業手法についても視野に入れていきます。

（塩田庁舎等利活用基本構想 第３章基本構想 ６.基本計画に向けて より抜粋）

嬉野市塩田庁舎等利活用基本計画は、基本構想に基づき、その理念の具体化に向けて検討し
た内容を記載しますが、下図の構成に沿って記載事項を整理します。

【第１章から第４章で構成し、参考資料を掲載】

第１章は、計画の位置付けや基本構想の内容及び策定方針を記載します。
第２章は、塩田庁舎及び周辺公共施設の現状整理と検討した内容を記載します。
第３章は、導入機能をはじめ事業の内容と事業手法について記載します。
第４章は、今後の事業の進め方について記載します。
参考資料は、検討にあたり作成した資料などを掲載します。

◼ 塩田庁舎等利活用基本計画の策定に向けて 第１章 基本計画策定の概要

第１章では、基本計画の位置付け、対象施設、基本構想の概要、基本計画策定の方針につい
てまとめます。

◼ 基本計画の策定方針

計画の位置付け 対象施設の概要

基本構想
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② 塩田庁舎等利活用基本計画記載事項について（第2章 対象施設の機能やサービスの現状整理-1 ）

「中央公民館・老人福祉センター」の施設利用では、設備に不満はあるものの、諸室の利用に不都合がある
との意見は少ないようです。

「楠風館（リュッケ）」の施設利用では、複数のサービス統合による期待がある一方で、子育て施設としての
広さや必要機能への要望が挙げられています。

それぞれ、塩田庁舎が現在の施設利用よりも利用しやすい機能を持つ施設として改修できれば、機能の移
転は問題ないものと思われます。

機能再編のメリットについては、複数のサービスが揃っていることによる利便性向上が挙げられています。

また、相乗効果があると思われるサービスの組み合わせとしては、「図書館と子育て」「飲食店と子育て」に
多く意見が集まっていました。

第2章 対象施設の機能やサービスの現状整理

「塩田庁舎への機能集約」を想定し、現状の利用状況

を踏まえて検討した結果、「塩田庁舎」の共有部以外の

面積の合計2,770㎡に対し、「中央公民館」「図書館・

歴史民俗資料館」「リュッケ」の移転検討機能の面積の

合計が1,880㎡で、面積的には充当が可能であると

判断されます。

その上で課題としては、中央公民館の410㎡の大集

会室の稼働率が高く、大半を占める100人未満の利

用については移転可能ですが、利用回数は少ないもの

の100名以上での利用について「庁舎内に面積を削

減した部屋を確保してサービスを継続するか」「他の施

設での利用を促すか」について検討が必要です。

◼ 面積比較と利用状況のまとめ
◼ 面積比較と利用状況

◼ 施設利用者アンケート

◼ 利用者アンケートのまとめ

第２章では「先行事例視察」「塩田庁舎利活用可能面積と周辺公共施設の面積の比較」「施設利用者アンケート」「塩田庁舎への機能集約に
ついての検討」「広域的な施設機能の再編についての考察」などについてまとめます。
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中央公民館・老人福祉センターの機能は、塩田庁舎の利用可能スペースで集約

は可能。

大集会室の利用者についても、リバティを含め各施設に利用を振り分ける

ことで対応は可能と想定される。

「リバティ」「歴史民俗資料館」「保健センター」は、現在のサービスを維持、あ

るいは他のサービスからの受け入れを想定。

子育て支援サービスは、「リュッケ」に限らず、小中学生の居場所を含めて検討

の必要性があり、本来求められる機能として整理する必要がある。

② 塩田庁舎等利活用基本計画記載事項について（第2章 対象施設の機能やサービスの現状整理-2 ）

◼ 想定面積による施設配置のプランニングイメージ

◼ 広域的な施設機能の再編についての考察

広域的な施設機能の再編は、施設の利用目的や利用状況の整理から始め、各施設の機能
（サービス）を見える化し、これまでの面積での検証や機能（サービス）集約のメリットなど
を考慮しながら、再編の可能性について考察しました。

◼ 広域的な施設機能の再配置についてのまとめ

プランニング案の検討は、何かを決定すると

いう事ではなく、各案をもとに、基本理念であ

る「人と人がつながり、つながりつづけていく

地域、塩田地区の新たなにぎわいの創出」や

基本コンセプトである「地域の魅力が創出され、

世代を超えた地域交流拠点」としての敷地利

用や施設利用がどういうものかイメージしな

がら委員会の中で共有できるように、自由な

意見交換を行って頂けるように例示しました。

◼ プランニング案について

施設配置のプランニングは、基本構想で示された、「新しい施設（地域）整備にあたっての6つの基本コンセプト」と「導入機能イメージ」をもとに、
「想定面積による施設案」を2つ、「敷地案」を３つ作成しました。
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② 塩田庁舎等利活用基本計画記載事項について（第3章 事業内容・事業手法の検討-1）

◼ 庁舎機能
庁舎としての機能を有し、行政サービスの充実を図ります。具体的には、現在の塩田庁舎で対応
している主な手続や相談に対して、オンラインによるサービスも活用しながら、現在のサービス
をカバーし、今より便利になったと感じるサービスを目指します。

◼ 商業機能
カフェやその他民間テナントなど、施設と親和性の高い機能の誘致や、民間のあらたなアイデア
を取り込んだ施設を検討します。

◼ 文化関連機能
生涯学習の場、文化・伝統・芸術活動の支援等ができる施設を検討します。

◼ 交流を生み出す機能
現在の中央公民館の利用実態を踏まえつつ、より多様な市民活動を支える施設とします。
近隣の公共施設との役割分担を踏まえつつ、適切な規模・運用のあり方を検討します。イベントや
催し物の開催、カフェや交流スペースの確保等市民の憩いの場になるとともに、イベントやマル
シェなどにも利用でき賑わいを創出する広場空間を配置します。

◼ 多世代を支える機能
児童や青少年等の居場所、活動の場として、日常的に利用者が集まりやすい施設とします。
活動の様子が外からも伺えるような、地域に開かれた施設とします。
施設全体を、性別や年齢、障がいの有無など、異なる背景や特性を持つ利用者を受け入れる「イ
ンクルーシブ」な施設として検討します。
バリアフリー、ユニバーサルデザイン等について、施設の特性を踏まえた対応を検討します。

◼ 新しい生活スタイルを支える機能
個人情報を取り扱う事務所等については、セキュリティ面に十分配慮します。
館内Wi-Fiの整備など、利用者の利便性に配慮します。

◼ 塩田地区に人を呼び込む機能
総合案内所、塩田の魅力を発信する仕組み等
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◼ 導入機能の整理

◼ アンケート等に見られる利活用イメージ

行政サービス 事務室など 図書館機能
子育て支援サービス
子どもの居場所

高齢福祉サービス
高齢者の通いの場

公民館機能
市民活動

観光案内所 その他

専用スペース

総合窓口
地域包括支援センター
公共サービスの誘致
（郵便局・銀行など）

シルバー人災センター
あさがお

図書館
読み聞かせ
まんがスペース

転んで遊べるスペース
屋内遊び場

保護者のくつろぐスペース
相談スペース

子ども預かりサービス
子どもトイレ
授乳室

事務室（スタッフルーム）

デイサービス
多世代交流スペース

交流プラザ
事務室
相談室

市民ギャラリー
ジム

クッキングスペース
展望台

観光案内所
特産品のアンテナショップ

パン・弁当の販売
自動販売機コーナー

カフェ
飲食

コンビニ・売店
レストラン・居酒屋

貸室等
（ホール・議場・諸室）

貸しスタジオ（部活の練習）
食堂（こども食堂）

会議室
パソコン室
教室・講座

自習室・学習室
DIY・工作室（ものづくり室）

体操・ダンス
シアター・プラネタリウム

音楽練習・鑑賞
住民が使う多目的ステージ

大規模会議
講演会・セミナー・発表会・コンテスト
みんなで教え合うカルチャーセンター

コスプレコーナー

貸し仕事スペース
コワーキング
レンタルオフィス
宿泊施設
サウナ・浴場

屋外

共有 避難所機能

スケートボードパーク・公園
フリマイベント・フードカー・古本屋・古本市

サイクリスト駐輪場

サービスの相互連携

エリア

機能

導入機能は、基本理念で示した6つの基本コンセプトを踏まえたゾーン及び機能イメージを実現するため、それぞれの機能について整理します。
具体的には、民間提案への要求事項や継続的なソフト事業の運営の中で実現を目指します。

◼ 行政窓口イメージ

基本コンセプトと機能機能イメージ



7

② 塩田庁舎等利活用基本計画記載事項について（第3章 事業内容・事業手法の検討-２、第4章 事業の進め方）

◼ 継続的なソフト事業と官民連携 ◼ 事業手法の検討

◼ 事業の進め方

本施設の運用開始は、新庁舎の整備の進捗に合わ
せて、段階的に進めることとなります。

これまでの検討結果やサウンディング調査の結果
を受けて、具体的なサービスの内容と継続的な施設
運営の具体化に取り組みます。

次に事業パートナーとなる民間事業者を募集・選
定するとともに、運営段階で連携する産学官民の主
体との関係性づくりに取り組みます。

官民連携事業では、求めるサービス水準を明らかにし、その水準の詳細を規定して発注する性能
発注が基本であり、要求水準書で性能を定め、その性能を満たすように民間事業者が一定の裁量
をもって、仕様を提案することから民間のノウハウが活かされやすい発注方式です。
一方で、既存施設をそのまま活用する場合、設計・施工・運営・維持管理について、各段階ごとに
仕様を明確にできる仕様発注は、工区・工種別に分離発注が可能なため、価格低減が期待でき、
中小企業にも参入しやすい利点があります。

◼ 仕様発注（従来方式）と性能発注

基本構想で示された、公共施設の新たな役割を実現するには、施設機能の集約や再配置に加え、
集約後の継続的なソフト事業による施設運営が重要となります。

詳細な仕様書に基づき発注する仕様発注と、性能要件のみを提示して発注する性能発注に
ついて整理しました。

本事業においては、維持管理・運営に官民連携事業を導入することを想定すると、「従来手法」、「指
定管理方式」、「DB」、「DBO」及び「PFI」の４つが主な手法として挙げられます。
その中で、民間ノウハウを発揮した施設整備、管理・運営の観点からは、「DBO」が有力な手法とな
ります。また塩田庁舎を、既存の状態のまま利活用する場合、民間提案を部分的なエリアに限定し、
従来方式と併用する手法も考えられます。

実現化に向けたアイディアや施
設開業後の施設運営やイベントの
企画などは、ノウハウ持つ民間事
業者との官民連携事業が想定さ
れることから、先行事例などから
検討を行いました。

先行事例
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③ 塩田庁舎のゾーニング（案）について③ 塩田庁舎のゾーニング（案）について

ゾーニング（案）の考え方

◼ ゾーニング（案）の作成にあたり、新しい施設機能を、「行政・関係団体・交流機能」「老人福祉機能」「貸館（公民館）機能」「 教育支援機能」「子育て支援機能」としました。
◼ このうち子育て支援機能は、「にぎわい創出・官民連携」事業として、要望のあった図書館機能(児童図書)も含めての整備を検討しています。
◼ そのほかの機能については、現在の部屋割りをそのまま利活用し、従来方式での整備としています。

◼ 貸館（公民館）機能の合計面積は、379㎡となり、現在
の358㎡より21㎡増加します。

◼ 大集会室を議場で代用した場合、約200㎡となります。

◼ 老人福祉機能は3階となりますが、合計で約200㎡ほ
どの面積と個室を確保し、社協の事務所は含みません。
（社協の事務所は1階で想定しています） デーサービ
ス事業は一番大きい部屋でも現在の半分の面積とな
り、別途トイレの改修などが必要と考えています。

◼ 1階の「行政・関係団体・交流機能」は、部屋割りではな
く、面積の概算を表現しています。

◼ 「教育支援センター」の運営を別棟としています。

◼ 4階は、避難所機能の一環として、防災関連等の倉庫
での活用を想定しています。

① 新しい施設において、公民館の大集会室の410㎡の機能の再現は困難であり、「100名程度は、
議場を利用して頂き、100名を超える場合は他の施設を利用」 で検討しています。

大集会室の必要性についてご意見をお願いします。

② 民間導入機能は、「子育て支援機能」としています。子どもが集まる施設には大人も集まりやすく、
子育て世代の支援や子どもの居場所、相乗効果のある図書館機能も含め、「にぎわい創出事業」
として検討しています。

民間導入機能を「子育て支援」とすることについてご意見をお願いします。

③ 調理室機能は、楠風館への機能移転も考えられますが、「子ども食堂」や「避難所」の観点もあり、
調理室を塩田庁舎に設置する必要性についてご意見をお願いします。
※調理室は、隣接する塩田中学校の調理室を地元開放することも考えられます。

④ 1階と3階は、経費削減の観点から、そのまま活用することを想定していますが、改修の程度につ
いてご意見をお願いします。

⑤ 販売・飲食機能（物産・カフェ・アンテナショップなど）は、専用のスペースではなく、1階の交流ス
ペースの活用を想定しています。交流スペースでの実施についてご意見をお願いします。

ゾーニング（案）と併せて検討して頂きたい内容について
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